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はじめに 

 昇陽祭が近づいてきました。生徒たちは当日の「出し物」に向けて準備を進めています。１年生にとっては初めての、

６年生にとっては最後の昇陽祭になります。思い出に残る取組であって欲しいものです。 

さて、最近、学校や教員に関するニュースに触れることが多くなりました。年度途中の離職による教員不足、教員採

用試験の倍率の低下などです。その背景にあるのが、教員が置かれている状況です。この春、ひとりの教え子が念願の

小学校の先生になりました。覚悟をもってこの世界に入ったのですが、目の前にある現実は予想以上に厳しいようです。

自分が納得するまでもう少し頑張ってみるとのことですが、何とか乗り切ってもらいたいものです。 

６月16日（金）に、政府は今年度の「経済財政運営と改革の基本方針（骨太の方針）」を発表しました。タイトルは、

「加速する新しい資本主義 ～未来への投資の拡大と構造的賃上げの実現～」です。その中に教員の置かれている状況

の改善に係る内容が以下のように盛り込まれています。 

教職の魅力向上等を通じ、志ある優れた教師の発掘・確保に全力で取り組む。教師が安心して本務に集中し、志気

高く誇りを持ってこどもに向き合うことができるよう、教員勤務実態調査の結果等を踏まえ、働き方改革の更なる加

速化、処遇改善、指導・運営体制の充実、育成支援を一体的に進める。教師の時間外在校等時間の上限を定めている

指針の実効性向上に向けた具体的検討、コミュニティ・スクール等も活用した社会全体の理解の醸成や慣習にとらわ

れない廃止等を含む学校・教師が担う業務の適正化等を推進する。我が国の未来を拓くこどもたちを育てるという崇

高な使命と高度な専門性・裁量性を有する専門職である教職の特殊性や人材確保法の趣旨、喫緊の課題である教師不

足解消の必要性等を踏まえ、真に頑張っている教師が報われるよう、教職調整額の水準や新たな手当の創設を含めた

各種手当の見直しなど、職務の負荷に応じたメリハリある給与体系の改善を行うなど、給特法等の法制的な枠組みを

含め、具体的な制度設計の検討を進め、教師の処遇を 抜本的に見直す。35人学級等についての小学校における多面

的な効果検証等を踏まえつつ、中学校を含め、学校の望ましい教育環境や指導体制を構築していく。これらの一連の

施策を安定的な財源を確保しつつ、2024年度から３年間を集中改革期間とし、スピード感を持って、2024年度から

小学校高学年の教科担任制の強化や教員業務支援員の小・中学校への配置拡大を速やかに進めるとともに、2024 年

度中の給特法改正案の国会提出を検討するなど、少子化が進展する中で、複雑化・多様化する課題に適切に対応する

ため、計画的・段階的に進める。 

 私の記憶では、「骨太の方針」の中で、改善に係る内容が具体的に示されたのは初めてではないかと思います。今

後、どのような施策が進められていくか注目していきたいと思っています。 

 

「ベネッセ総合学力テスト７月」について 

７月１日（土）に、以下の日程で「ベネッセ総合学力テスト７月」を行います。登下校のバス等の時間を確認し

て、開始時間に遅れないように登校してください。 

 

 ＜４年生＞ 

   数  学： ９：００～１０：２０（８０分） 

   国  語：１０：３０～１１：３０（６０分） 

   英  語：１１：４０～１２：４０（６０分） 

※リスニングを含む 

 

 

急な事情でやむなく欠席される場合は、「欠席連絡フォーム」にて連絡をお願いします。なお、６年生の「進研総合

学力記述模試７月」は、７月８日（土）の振替日にあたる７月11日（火）に行います。 

 

「2024年度入試に向けての注意点」について 

 先日、駿台予備学校から大学入試に係る資料の提供を受けました。その中に、京都大学、大阪大学、神戸大学の入試

のポイントについて以下のようにまとめられていました。合格に向けて、入試のポイントをしっかり把握しておくこと

は大切です。 

 

■ 京都大学＜一般選抜＞ 

＜５年生＞ 

  数  学： ９：００～１０：４０（１００分） 

  英  語：１０：５０～１２：１０（８０分） 

※リスニングを含む 

  昼  食：１２：１０～１２：４０（３０分） 

  国  語：１２：４０～１４：００（８０分） 

 



 ● 文学部…法・経済学部に比べて模試での数学の得点が低いことが多い。 

 ● 法学部…特色入試として唯一後期の試験（小論文）がある。 

 ● 経済学部…理系・文系両方の入試方式がある。募集人員は文系の方が多い。理系は２次試験で理科不要。 

 ● 教育学部…理系・文系の両方の入試方法がある。募集人員は文系の方が多い。理系は２次試験で理科１科目の 

       み必要。 

● 総合人間学部…文系・理系の両方の入試方法がある。募集人員は文系の方がやや多いがほぼ同じ。文理とも他 

      の学部と比べて共通テストの配点が小さく、含まれる科目も少ない。（第一段階選抜には全科目活 

用する。） 

● 理学部…専攻は入学後に決めることができる。共通テストに基準点（900点満点の概ね70％以上）がある。 

● 工学部…出願時に第２志望まで選べる。共通テストで加算されるのは英・国・地歴公民のみ。（第一段階選抜 

   には全科目活用する。） 

● 医/人間健康科学…学科で一括募集。２年次前期終了時に自身の希望や適性に基づき、コースを選択。（現在 

は、資格取得よりも研究の色が強い学科に変わっている。） 

 ● 薬学部…薬学科（６年制）と薬科学科（４年制）を学部で一括募集。薬学科と薬科学科の振り分けは本人の希 

望と成績に基づいて、４年次進級時に行われる。 

● 農学部…出願時に第６志望学科まで選べる。他の理系学部に比べ共通テストの配点の割合が高い。 

 

■ 大阪大学＜一般選抜＞ 

● 文学部…文学部の国語のみ漢文必須。（他学部は現代文・古文のみ。） 

● 外国語学部…２次試験の選択科目は数学か世界史。英語はリスニング必須。専攻によって難易度が大きく異な 

     り、毎年専攻ごとの倍率が大きく変動するのも特徴。 

 ● 法学部…２次試験は英・数・国での受験。地歴公民で受験できない。 

 ● 経済学部…Ａ、Ｂ、Ｃ配点による合否判定。共通テストで専門理科も活用可能。 

 ● 人間科学部…２次試験は英・数・国での受験。共通テストで専門理科も活用可能。 

 ● 理学部…生物科学/生命理学はコース名から生物を連想しやすいが、意外と物理必須のため要注意。生物では 

      受験不可。また、出願時に第２志望学科（コース）まで選べる。 

● 工学部…共通テストにおいて75/300を国語が占める。出願時に第２志望学科まで選べる。 

● 基礎工学部…共通テストにおいて75/300を国語が占める。出願時に第２志望学科まで選べる。 

● 医/保健…看護学科のみ文系数学（数ⅡBまで）受験可能。近畿圏の国公立大で唯一放射線技術科を設置。 

● 歯学部…２次試験で面接が必要。（試験日は２/26、300点満点）。 

● 薬学部…薬学科（６年制）のみ。２次試験に小論文と面接あり。 

 

■ 神戸大学＜一般選抜＞ 

● 文学部…入学者の各専修への配属は、入学１年後に決定。 

● 経済学部…「数学選抜」「英数選抜」「総合選抜」の３区分で募集。志願者は３区分のうち１つを選択する。各 

      募集区分指定の教科・科目をすべて受験しなければ「欠席」扱いになる。 

・ 「総合選抜」を選択すると、すべての区分において入学者選抜の対象となる。 

● 経営学部…経営学部のみ国語は漢文なし。現代文１、古文１の２題で80分。 

・ 文系の他学部は、現代文１、古文１、漢文１の100分。 

・ ①⇒②の順で優先的に合格とする。 

① 共通テストの合計点による高得点者＜前期募集人員の約30％＞ 

② 個別学力検査の合計点による高得点者＜前期募集人員の約30％＞（①選抜者を除く） 

● 国際人間科学部 

・ 2017年４月に「国際文化学部」と「発達科学部」を再編統合し、設置された。 

・ 環境共生学科は「文科系」と「理科系」と分けて募集する。 

● 理学部…学科は第１志望のみ出願。 

・ 後期入試で、物理学科のみ出願。共通テストで国語の配点比率高い。 

● 医学部…学科は第１志望のみ出願。保健学科は、専攻ごとに募集。 

・ 医学科と保健学科（検査技術科学）のみ、２次試験で数学Ⅲ必要。 

● 農学部…全学科において、コースごとに募集。コースは第６志望まで志願することができる。共通テストでの 

配点比高い。 

 

 令和６年１月13日（土）・14日（日）に行われる大学入学共通テストまで200日足らずになりました。あくまで勝

負は第一志望の入試日であり、今の学力は入試日の学力ではありません。これから、受験勉強の天王山とも呼ばれる

季節を迎えますが、自らの課題を明確にするとともに、計画を立て、行動に移す必要があります。 


